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 148,289

 

現状と
背景

生活に困窮する者の困窮の程度に応じ、必要な保護を行なう。

生活困窮者に対し、健康で文化的な最低限度の生活を保障するとともにそ
の自立を助長する。

雇用情勢の悪化による就職難、無年金もしくは低額年金の高齢者の増加、
精神疾患等による疾病の長期化等により、被保護世帯は減少する要因は
少ない。

事業
目的

要求段階 予算計上

追加要求等

財政課長内示

⑥=③+④+⑤③ ④(増減額)

総務部長調整 市長査定
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民　生　費

生活保護費

補助単独の別

600,736

 

 

扶　助　費

450,551
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①
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